この 捕物帖 はたい がい 五段からで きています。 第一 

段 は 虎之介が 海 舟 を 訪ねて 事件の 説明に かかる こと。 

(但し、 この 段 は 省く ことがある。) 第二 段 は 事件の 説 

明。 第三 段 は 海 舟が 推理の こと。 第 四 段 は 新 十 郎が犯 

人 を 見つけだす こと。 第五 段 は 海 舟が 負け惜しみ を 云 

うこと。 以上のう ち 第一 一段が ほぼ 全体の 六 分の 五 をし 

め、 全部が 六十 枚なら、 この 段に 五十 枚、 他 は 全部 を 

合せても 十 枚ぐ らいで、 これが 解決です。 

捕物帖の ことです から 決して 厳密な 推理小説 では あ 

りません が、 捕物帖と して は 特に 推理に 重点 をお き、 

一応 第二 段に 推理の タネ は そろえて おきます から、 お 
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